
昭和 27 年に『田辺町政だより』と
して創刊号が発行されてから 60 年。
まちの情報を適確に、そして分かりや
すくお伝えすることを目指しお届けし
てまいりました『広報京たなべ』が、
今号で 700 号を迎えました。

これも市民のみなさんをはじめ、多
くの読者の方に支えられたことによる
ものであり、改めて感謝申し上げます。

創刊号において初代田辺町長の故 
北川楢太郎氏が「一圓融合」という言
葉を掲げ、「町民一同が真から助け合
い平和な住みよい、田園文化の町を建
設したい」という思いは現在も生き続
け、まちづくりの大切な指針となって
います。

創刊時 15,000 人であった田辺町の
人口は、高度経済成長の時代とともに
急激に増加し、平成 9 年 4 月の市制
施行を経て、平成 24 年 5 月 1 日現在、
64,950 人と当時の 4 倍の人口を数え、
本市は、関西の中心に位置する都市と
して成長するに至りました。

広報紙についてもまちの発展ととも

に充実を図り、今では月 2 回の発行と、
昨年からのカラー化によって、見やす
い紙面へと変遷を遂げました。

行政に対する市民ニーズが多様化
し、さらに地方分権が進む中で各自治
体には個性を生かしたまちづくりが求
められることとなり、今後のまちづく
りは市民と行政が協働して取り組んで
行くことがさらに大切になってまいり
ます。

そのためにも行政の持つ情報を分か
りやすく市民のみなさんにお伝えする
広報の役割はますます重要となってく
ると考えております。

今後もより見やすく親しみやすい、
また、まちの活性化に向けた情報をい
ち早くお届けできるよう『広報京たな
べ』の発行に取り組んでまいりますの
で、市民のみなさんの積極的なご意見
をお聞かせいただきますようお願い申
し上げます。
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広
報
京
た
な
べ
発
行
７
０
０
号
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発
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念
し
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展
示
会
を
開
き
ま
す
。
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子
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た
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史
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感
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だ
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い
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日
に
ち
＝
７
月
３１
日
㈫
～
８
月
５
日
㈰

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
中
央
図
書
館

入
場
料
＝
無
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合
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先
＝
市
長
公
室
（
☎
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・

１
３
２
０
）

歴代広報紙やイラストを展示

大
住
児
童
館
で
５
月
５
日
、
児
童

福
祉
週
間
の
一
環
と
し
て
、
親
子
で

楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
催
し
が
行
わ
れ
、

１
４
４
人
の
家
族
連
れ
が
こ
ど
も
の
日

を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
午
後
か
ら
開
か
れ
た
「
お

し
ゃ
れ
な
こ
い
の
ぼ
り
作
り
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
材
料
を
抱
え
て
机
に
。

カ
ラ
フ
ル
な
紙
の
こ
い
の
ぼ
り
に
色
紙

を
ち
り
ば
め
て
貼
っ
た
り
、
ペ
ン
を

使
っ
て
思
い
思
い
の
模
様
を
描
い
た
り

す
る
な
ど
、
夢
中
で
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

ま
た
、「
広
い
場
所
で
、
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
工
作
で
き
る
の
は
楽
し
い
」と
、

出
来
上
が
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
と
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
な
が
ら
、
家
族
も
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

田辺中央体育館で 4 月
27 日、児童福祉週間の始
まりとなる「親子ふれ愛交
流」が開かれ、152 人の家
族連れが、こいのぼり掲揚・
コンサートなどを楽しみま
した（＝写真）。

歌のおねえさんの山本か
ずみさんによるコンサート
では、子どもたちが「あい
あい」「おもちゃのチャチャ
チャ」などの歌に合わせ手
遊びを楽しみました。

また、高校生と中学生の
2 人の子を持つ親として、
自身の子育て体験談や、子
どもへの接し方について話

す場面もあり、「生まれて
きてくれてありがとうとい
う感謝の気持ちを持って、
子どもに接してほしい」と
参加者へメッセージを送り
ました。

上辻彩乃ちゃん（2）と
参加した母親の恭子さん
は「子どもと一緒に参加で
きるイベントでとても楽し
かった。また参加したい」
と話してくれました。

児童福祉週間は 5 月 26
日㈯まで。詳しくは 4 月 1
日発行の広報京たなべをご
覧ください。



生
ご
み
に
次
い
で
多
い
の
は
紙
ご
み
で
、

１
人
１
日
１
９
６
ｇ
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
約
半
分
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

も
の
で
す
。
紙
の
原
料
は
、
パ
ル
プ
に
な
る

木
材
チ
ッ
プ
な
ど
で
、
紙
は
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
素
材
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

は
、
木
材
の
有
効
利
用
だ
け
で
な
く
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
ご
み
の
減
量
な
ど
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
例
え
ば
、
日
常
使
用
す
る
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
約
６
枚
分
で

で
き
て
い
ま
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
紙
パ
ッ
ク
は
、
公
民
館

な
ど
の
回
収
箱
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、同
じ
紙
だ
か
ら
と
い
っ
て
、紙
パ
ッ

ク
や
古
紙
類
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
し
て
し
ま

う
と
、
せ
っ
か
く
の
資
源
が
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

正
し
く
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
よ
う
、
種
類

別
に
ま
と
め
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
か
ら
で
る
ご
み
に
つ
い
て
、
下
表
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

燃
や
す
ご
み
の
う
ち
、
一
番
多
い
の
は
生

ご
み
で
、
１
人
１
日
２
０
１
ｇ
も
出
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
８
％
が
手
付
か
ず
の
食
品
で

し
た
。
ま
た
、生
ご
み
は
水
切
り
を
す
れ
ば
、

約
１０
％
も
重
さ
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
の

で
、み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
総
排
出
量

は
、
８
８
８
・
５
ｇ
で
す
（
平
成
２２
年
１０
月

１
日
現
在
人
口
）。
そ
の
う
ち
、
家
庭
か
ら

は
５
２
７
・
６
ｇ
が
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出

て
い
ま
す
。
特
に
食
べ
残
し
な
ど
生
ご
み
を

含
む
ち
ゅ
う
芥
類
が
多
く
、
約
４０
パ
ー
セ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
（
＝
左
表
）。

左
表
は
、
燃
や
す
ご
み
・
埋
立
ご
み
の
中

に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が
ど
れ
く
ら
い

含
ま
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
ま
す
。
燃

や
す
ご
み
や
埋
立
ご
み
の
約
２３
パ
ー
セ
ン
ト

は
、
ま
だ
ま
だ
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
大
事
な

資
源
で
す
。
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介護者交流会
5 月 28 日㈪ 13 時 30 分～ 15 時、

社会福祉センター 高齢者を在宅介
護している人 介護者同士で交流

無 料 問 社 会 福 祉 協 議 会（ ☎
62-2222）　

定レベル以上の技術を習得した人に
は修了証を発行します 10 人 無
料 前日までに☎で申し込み問▼消
防署（☎ 63-1125）▼消防署北部
分署（☎ 65-0119）

小学生～高校生の
夏休み海外派遣
7 月 26 日㈭～ 8 月 14 日㈫ 小

学校 3 年生～高校 3 年生 ホーム
ステイ・文化交流・英語研修・地域
見学など。派遣先は、アメリカ・イ
ギリス・オーストラリア・カナダ・
サイパン・カンボジア・フィジー。
説明会（無料・予約不要）に参加し
てださい 228,000 円～ 568,000
円 6 月 1 日㈮～ 11 日㈪。詳しく
はお問い合わせください問㈶国際青
少年研修協会 ( ☎ 03-6459-4661)

玲舟会書展
6月1日㈮～3日㈰10時～17時、

コミュニティホール問藤本玲舟（☎
63-0698）

古文書を読む会
６月９日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、

社会福祉センター 講師＝ふるさと
ミュージアム山城の伊藤太さん、精
華町教育委員会の中川博勝さん
200 円問京田辺市郷土史会・岡山（☎
63-2244）

郷土史会
記念講演会
6 月 10 日㈰ 14 時 30 分～ 16 時、

社会福祉センター テーマ＝西国
三十三箇所参りの成立と展開。講師
＝天理大学教授の吉井敏幸さん問京
田辺市郷土史会事務局・藤田（☎
62-5273）

親子ふれあいのつどい　
6 月 17 日㈰ 10 時 30 分～ 15 時

30 分、野外活動センター 市内に
在住する中学生以下のひとり親世帯

バーベキュー大会。送迎バスあり
さくら会員＝無料。非会員＝ 1

世帯 300 円問社会福祉協議会（☎
62-2222）

上級救命講習
6 月 24 日㈰ 9 時～ 17 時、消防

署 AED（自動体外式除細動器）
の使用方法、成人への心肺蘇生、小
児・乳児への心肺蘇生、止血法、傷
病者の管理法、外傷の手当要領、搬
送法の講習。一定レベル以上の技術
を習得した人には修了証を発行しま
す 15 人 無料 前日までに☎で
申し込み問▼消防署（☎ 63-1125）
▼消防署北部分署（☎ 65-0119）

親子リズム教室
毎週金曜日 10 時～ 12 時、南山

こどもセンター 0 歳～未就学児
童の親子 音楽に合わせて親子で体
を動かしましょう。6 月 15 日㈮に
無料体験会 月 1,000 円問新日本
婦 人 の 会 京 田 辺 支 部・ 塩 貝（ ☎
62-3710）

市民総体
【空手道】
7 月 15 日㈰ 9 時から、田辺中央

体育館 市内に在住・通勤・通学す
る 5 歳以上の経験者 幼児・小学生・
中学生・一般の各部で個人形・組手
競技 1 人 2,000 円。京田辺市空
手道連盟加盟員は 1,500 円 6 月
15 日㈮ 17 時まで
【バスケットボール】
6 月 24 日㈰ 13 時～ 22 時、田辺

中央体育館 市内に在住・通勤・通
学する中学生以上の人で構成する
チーム 先着 6 チーム 1 チーム
2,000 円。大会当日に徴収 6 月
15 日㈮ 17 時まで

問 NPO 法人京田辺市社会体育協
会 事 務 局（ 田 辺 中 央 体 育 館 内、

自転車安全点検デー
5 月 22 日㈫ 7 時から、新田辺東

自転車駐車場 同自転車駐車場を利
用する人 自転車安全整備士による
点検・整備。チェーンの張り具合・
ブレーキの調整、チェーン・鍵など
への注油、虫ゴムの交換など 先着
80 台 無料問新田辺東自転車駐車
場（☎ 63-7878）

航空自衛隊
奈良基地祭
5 月 26 日㈯９時～ 15 時、航空

自衛隊奈良基地（奈良市） 航空機
の展示飛行・装備品展示・模擬店な
ど。5 月 21 日㈪～ 25 日㈮に事前
飛行訓練を行います。航空機などの
飛行音でご迷惑をお掛けします 無
料 問 航 空 自 衛 隊 奈 良 基 地（ ☎
0742-33-3951）

わがまち “京たなべ ”を
美しくする会総会
5 月 26 日㈯ 9 時 30 分から、コ

ミュニティホール ▼総会（平成
23 年度事業・決算報告、平成 24
年度事業計画・予算案、環境美化活
動実践者への感謝状贈呈）▼講演会

（講師＝ NPO 法人竹の学校。テー
マ＝竹林保全の歩みと楽しみ方 無
料問わがまち“京たなべ”を美しく
する会事務局（市民参画課内、☎
64-1314）

芯体操・体験会
5 月 29 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分、

社会福祉センター 自分の体を楽に
動かす方法を発見しませんか。バス
タオルかヨガマットを持参 ☎で申
し 込 み 問 芯 体 操・ 田 中 ( ☎
080-3130-9418)

普通救命講習
6 月 1 日㈮ 9 時～ 12 時、消防署

北部分署 AED（自動体外式除細
動器）を用いた心肺蘇生の講習。一

イングランド南西部に位置するグロスター
シャー州では、例年 5 月、春の休日に「クーパー
ズヒル・チーズ転がし大会」が行われます。

大会のルールは、丘の上から丸くて大きいチー
ズを転がして、参加者はチーズを追いかけて走り、
ゴールに最初に着いた人が勝ち。賞品としてチー
ズをもらいます。この大会の由来は不明ですが、
少なくとも 200 年前から続いているとされてい
ます。

しかし、急な斜面を下るため、観客と参加者の
危険を伴うことから、公式の大会は 2010 年から
中止になりました。それでも、地域の人の力で大
会を継続しています。私は、このような昔からあ
る地域の催しが大好きです。できるだけ安全に配
慮して継続してもらいたいです。

京田辺にも「おんごろどん」など、地域ならで
はの催しがあり、とても素敵だと思います。これ
からも長く引き継がれていってほしいと思いま
す。
【同文の英語版は、市ホームページに掲載して
います】

叙勲・褒章
春の叙勲
【旭日小綬章】
小林弘さん（地方自治功労）
【瑞宝小綬章】
上田文男さん（郵政事業功労）
【瑞宝双光章】
村田新之昇さん（教育功労）
【瑞宝単光章】
堀池強次さん（造幣業務功労）

春の褒章
【藍綬褒章】
吉永美智江さん（社会福祉功績）

コープルマン・ニッキーコープルマン・ニッキー

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。

市
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人

権
相
談
を
行
い
ま
す
。
同
委
員
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
と
し
て
、
人
権
問
題
の
解
決
や
人

権
侵
害
の
被
害
者
救
済
な
ど
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間
の
予
約
も
で
き
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
身
の
周

り
の
悩
み
事
な
ど
も
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

６
月
１
日
㈮
午
後
１
時
３０
分
～
３

時
３０
分

【
場
所
】

市
役
所
２
０
３
会
議
室

【
氏
名
・
担
当
地
区
（
敬
称
略
）】

委
員
の
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま

す

▼
岡
山
稔
・
薪
（
☎
６３
・

２
２
４
４
）
▼
小
畠
壽
子
・
大
住

（
☎
６２
・
０
３
３
６
）
▼
上
村
清
彦
・

東
（
☎
６２
・
３
５
３
７
）
▼
大
鉢
美

智
子
・
三
山
木
（
☎
６３
・
２
１
６
８
）

▼
松
井
啓
二
・
大
住
ケ
丘
（
☎
６３
・

２
５
８
１
）
▼
田
宮
元
子
・
普
賢
寺

（
☎
６２
・
３
０
４
７
）

大
鉢
美
智
子
さ
ん
は
、
４
月
１
日

付
で
法
務
大
臣
か
ら
市
の
人
権
擁
護

委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
３
年
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

▼
人
権
啓
発
推
進
課
（
☎
６２
・

４
３
４
３
）
▼
京
都
地
方
法
務
局
宇

治
支
局
（
☎
２４
・
４
１
２
２
）

同
志
社
大
学
は
、
音
楽
ラ
イ
ブ
や

映
画
な
ど
が
楽
し
め
る
「
ふ
ら
っ
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
入
場
で
き
ま

す
。気
軽
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
、

音
楽
や
映
画
を
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん

か
。日

時
・
内
容
＝
右
表
の
と
お
り

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
校
地

多
目
的
ホ
ー
ル
（
ハ
ロ
ー
ホ
ー
ル
）

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

入
場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学
京

田
辺
校
地
学
生
支
援
課
（
☎
６５
・

７
４
１
３
）

市
は
、
平
成
２３
年
１１
月
・

１２
月
に
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
分
別
状
況
な
ど
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

同
調
査
は
、
市
内
の
燃

や
す
ご
み
・
埋
立
ご
み
の

中
に
、
缶
・
瓶
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
や

食
べ
残
し
な
ど
の
「
も
っ

た
い
な
い
も
の
」
が
、
ど

れ
だ
け
含
ま
れ
て
い
る
か

を
知
る
た
め
に
行
い
ま
し

た
。調

査
方
法
は
、
ご
み
袋

の
大
き
さ
・
重
さ
を
計
っ

た
の
ち
、
約
５０
種
類
の
項

目
ご
と
に
計
量
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
調
査
結
果
の

概
要
と
、
ご
み
の
排
出
量

を
さ
ら
に
減
ら
す
た
め
、

家
庭
で
の
取
り
組
み
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生

課
（
☎
６２
・
１
２
８
８
）

み
な
さ
ん
は
ご
み
を
正

し
く
分
別
で
き
て
い
ま
す

か
。下

表
は
、
缶
・
瓶
な
ど

の
資
源
ご
み
が
、
分
別
回

収
、
集
団
回
収
・
拠
点
回

収
で
適
切
に
分
別
で
き
て

い
る
か
を
表
し
て
い
ま

す
。ま

だ
ま
だ
集
団
回
収
や

拠
点
回
収
の
対
象
で
あ
る

紙
パ
ッ
ク
や
古
布
類
な
ど

は
、
分
別
で
き
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

京都サンガ F.C.
ホームゲーム招待
▼ 6 月 17 日㈰ 19 時から、対ザ

スパ草津戦▼ 7 月 1 日㈰ 19 時から、
対ファジアーノ岡山戦。いずれも西
京極総合運動公園陸上競技場兼球技
場（京都市） 10 組 往復はがき
の往信用に住所・氏名・☎・観戦希
望試合を、返信用に住所・氏名を書
いて 6 月 8 日㈮（必着）までに郵
送問京都サンガ F.C.「京田辺市広
報 ご 招 待 」 係

（〒 601-0102 城陽
市久世上大谷 89-1、
☎ 55-7603）

家
庭
で
生
ご

み
を
減
ら
す
ポ

イ
ン
ト
は
、
３
つ

の
Ｒ
で
あ
る
「
減

ら
す
（
リ
デ
ュ
ー

ス
）」「
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）」「
再

生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）」
で
す
。

し
か
し
、
生
ご
み
は
食
事
の
中
か

ら
必
ず
出
て
し
ま
い
ま
す
。「
買
い

過
ぎ
な
い
」「
作
り
過
ぎ
な
い
」「
食

べ
残
さ
な
い
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ア
イ
デ
ア
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
家
庭
で
取
り
組
め
る
方
法

を
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

食品以外

手付かず食品

調理くず・食べ残し

4%

8%

88%

〈約7g〉

〈約17g〉

〈約177g〉

そのほか

プラスチック類

木・竹・わら類

ちゅう芥類

繊維類

紙類

4.59%

12.87%

1.97%

38.40%

4.88%

37.29%

１
人
１
日
８
８
８
ｇ
を
排
出

一
番
多
い
の
は
生
ご
み

【
減
ら
す
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）】

①
無
駄
な
も
の
は
買
わ
な
い

②
食
材
の
残
り
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク

③
食
材
の
保
存
を
工
夫

④
食
べ
る
分
だ
け
作
る

⑤
食
材
を
上
手
に
使
い
切
る

⑥
生
ご
み
は
水
に
濡
ら
さ
な
い

【
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）】

①
残
り
物
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

る②
味
付
け
や
調
理
方
法
を
工
夫

【
再
生
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）】

①
生
ご
み
の
水
切
り

②
生
ご
み
の
堆
肥
化
に
挑
戦

〒 610-0331 京田辺市田辺丸山 19、
☎ 29-9008、 ＦＡＸ 62-1534、
jimukyoku@kyotanabe-taikyo.jp）



市
農
業
委
員
会
が
発
行
す
る
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
が
、４
月
１０
日
、

全
国
農
業
会
議
所
の
「
第
１８
回
農
業

委
員
会
だ
よ
り
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
、
各
都
道
府
県
を
代
表
す
る
全
国

４３
団
体
の
応
募
の
中
か
ら
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

同
委
員
会
は
、
市
内
の
農
政
対
策

や
生
産
者
の
支
援
、
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
、
広
報
紙
を
年
３
回
発

行
。
平
成
２３
年
度
に
は
紙
面
レ
イ
ア

ウ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
農
業
に

関
す
る
情
報
を
写
真
や
図
解
で
分
か

り
や
す
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

受
賞
し
た
平
成
２３
年
１１
月
発
行
の

同
紙
で
は
、
農
業
委
員
の
役
割
を

サ
ッ
カ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
例
え
る

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ア
イ
デ
ア

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
の
林
会
長
は
「
委
員
会

の
活
動
が
全
国
的
に
認
め
ら
れ
う
れ

し
い
で
す
。
魅
力
あ
る
農
業
の
探
求

を
続
け
、
発
信
し
て
い
き
た
い
。
読

者
か
ら
農
業
を
志
す
若
者
が
現
れ
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

ま
た
、
同
委
員
会
で
は
、
市
内
の

農
業
に
関
す
る
情
報
を
幅
広
く
募
集

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
６４
・
１
３
６
８
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

スnougyo@kyotanabe.jp

）

平成24年（2012年）5月15日 ＜ 4＞

広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

日
本
に
は
博
物
館
が
約
５
千
館

も
あ
り
、
そ
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。

こ
の
本
で
は
、
個
性
的
な
博
物

館
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
見
ど
こ

ろ
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
て
い

ま
す
。
雪
の
結
晶
や
寄
生
虫
に
関

す
る
資
料
の
展
示
な
ど
を
行
っ
て

い
る
博
物
館
や
、
収
集
品
を
展
示

す
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
本
物

の
恐
竜
の
骨
に
触
れ
た
り
、
機
関

車
の
運
転
操
作
を
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
体
験
型
の
博
物
館
も

あ
り
ま
す
。

大
人
も
飽
き
な
い
個
性
派
博
物

館
を
取
り
上
げ
た
こ
の
本
は
、
眺

め
る
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
が
、

面
白
そ
う
な
博
物
館
が
見
つ
か
っ

た
ら
、
実
際
に
出
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『大人の博物館』
一個人編集部／編
KK ベストセラーズ
／発行

▼ 6 月 2 日㈯…姿三四郎▼
16 日㈯…白い犬とワルツを

いずれも午前 10 時 30 分か
ら。

図書館だより ☎ 65-2500

５
月
８
日
、
草
内
幼

稚
園
の
園
児
３０
人
と
草

内
小
学
校
の
３
年
生
６０

人
が
、
新
芽
の
出
そ

ろ
っ
た
茶
園
を
訪
れ
、

茶
摘
み
を
体
験
し
ま
し

た
（
＝
写
真
）。

同
幼
稚
園
・
小
学
校

で
は
、
市
の
特
産
で
あ

る
玉
露
に
触
れ
、
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
体

験
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
茶

葉
の
香
り
が
立
ち
こ
め

る
中
、
新
芽
の
色
や
手

触
り
を
確
か
め
た
り
、

茶
葉
を
口
に
含
ん
で
味

わ
っ
た
り
し
な
が
ら
、

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
摘

み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

摘
ん
だ
茶
葉
は
、
地

元
の
工
場
で
製
茶
し
、

子
ど
も
た
ち
の
元
に
届

け
ら
れ
る
予
定
。
茶
摘

み
は
初
め
て
と
い
う
奥

村
真
珠
子
さ
ん
（
８
）

は
、「
お
茶
が
で
き
る

の
が
楽
し
み
。
お
い
し

い
お
茶
に
な
っ
た
ら
良

い
な
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

教育委員会と市文化
協会は、「ふるさと京
田辺を学ぶ講座」の受
講者を募集します。

京田辺の歴史・文化・
産業について、現地を
訪ね理解を深めること
ができる講座です。
日時・内容・場所＝

下表のとおり
対象＝市内に在住・

通勤・通学し、すべて
の回を受講できる人
定員＝ 25 人。前年

受講していない人を優
先し、多数の場合は抽
選します

受講料＝無料。拝観
料などは別途必要です
申込方法＝往復はが

きの往信用に「ふるさ
と京田辺を学ぶ講座」・
郵便番号・住所・氏名

（ふりがな）・電話番号
を、返信用に郵便番号・
住所・氏名を書いて、
郵送してください
しめきり＝ 5 月 31

日㈭（必着）
申込・問合せ先＝京

田辺市文化協会（中央
公民館内、〒 610-0331
京 田 辺 市 田 辺 丸 山
214、☎ 62-2552）

同委員会の広報担当で、企画編集を
行っている農業委員会だより

市
は
、
市
政
協
力
員
を
通
じ
広
報
京

た
な
べ
を
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
広
報
京
た
な
べ
が
届
か
な
い
人
や

市
外
か
ら
本
市
を
訪
れ
る
人
に
も
、
広

く
市
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

５
月
１５
日
号
か
ら
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
ご
協
力
店
舗
で
も
配
布
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
の
公
共
施
設
に
限
定
し

て
い
た
配
布
場
所
を
、
日
常
生
活
で
身

近
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に
も
広
げ
る
こ
と
で
、
仕

事
な
ど
で
公
共
施
設
へ
行
け
な
い
人

や
、
同
施
設
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
住
む

人
に
も
、
よ
り
便
利
に
広
報
京
た
な
べ

を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

配
布
場
所
＝
市
内
の
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・

サ
ン
ク
ス
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
（
京
田

辺
河
原
店
・
京
田
辺
興
戸
塚
ノ
本
店
を

除
く
）・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
・
ロ
ー
ソ
ン

市
役
所
、
中
央
公
民
館
、
中
央
図
書

館
、
北
部
・
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
、
三

山
木
福
祉
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
で

も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
配
布
し
て
い
ま

す
。配

布
部
数
＝
各
店
舗
２０
部

問
合
せ
先
＝
市
長
公
室
（
☎
６４
・

１
３
２
０
）


